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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本工作機械工業会

（JMTBA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 6190 規格群（工作機械試験方法通則）は，次に示す部で構成する。 

JIS B 6190-1 第 1 部：幾何精度試験 

JIS B 6190-2 第 2 部：数値制御による位置決め精度試験 

JIS B 6190-3 第 3 部：熱変形試験 

JIS B 6190-4 第 4 部：数値制御による円運動精度試験 

JIS B 6190-7 第 7 部：回転軸の幾何精度試験 

JIS B 6190-10 第 10 部：プロービングシステムの測定性能評価方法 

JIS B 6190-12 第 12 部：工作精度試験 
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日本産業規格          JIS 
 B 6190-12：2024 
 (ISO 230-12：2022) 

工作機械試験方法通則－第 12 部：工作精度試験 
Test code for machine tools-Part 12: Accuracy of finished test pieces 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 1 版として発行された ISO 230-12 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある事項は，対応国際規格を変更している事項である。 

JIS B 6190 規格群の目的は，可搬形の電動工具を除く工作機械の精度試験方法を標準化することである。 

量産ラインで単一の工作物を繰り返し加工する工作機械では，受渡試験として試切削を行って幾何誤差

を試験することが望まれる。一方，多種の工作物を加工する工作機械では，標準的な工作物を使用して試

験することが望まれる。加工した工作物の幾何精度は，工作機械の主軸，直進軸，回転軸及びその他の機

械部品の様々な誤差運動が原因で発生する可能性がある。工作機械の使用者の加工用途における機械の誤

差運動の影響を示すことが可能になるように，適切な工作精度試験を複数選択することを推奨する。この

規格は，工作機械の様々な準静的な誤差運動の影響を評価するために使用可能な工作精度試験について規

定している。この規格は，機械の仕上げ精度を評価するための最小限の要件を提供することを目的として

いる。 

標準的な工作物は，機種別規格に記載されている。機種別規格の中には，最近の加工用途を十分に網羅

していないものがある。例えば，5 軸マシニングセンタには，回転テーブルを使用して旋削を行うことが

可能なものがある。しかし，JIS B 6336-7 に規定されているマシニングセンタの工作精度試験には旋削に

よる試験は記載されていない。旋削による試験は，JIS B 6331-5 に規定されている。このように，この規

格は，様々な種類の工作機械の潜在的な用途を網羅する一群の工作精度試験を記載している。 

一般的に，機種別規格に規定されている工作精度試験は，複数の原因の影響を受けるため，仕上げられ

た工作物の幾何誤差の原因を特定することを意図していない。これに対して，JIS B 6190-1 に規定されて

いる準静的な誤差運動の試験は，各運動軸又は運動軸間の個々の誤差原因を特定するように設計されてい

る。この規格は，誤差原因の分離が可能な工作精度試験用の工作物を提供し，受渡当事者間で意図する加

工用途に応じて工作物の選択が可能なようにしている。 

この規格に記載する試験は，異なる種類の工作機械の試験（形式試験）又は個々の工作機械の受入試験

のいずれにも使用可能である。 

1 適用範囲 

この規格は，高精度な工作物を加工するための工作精度試験方法，並びに直進軸及び回転軸の準静的な

幾何誤差の影響及び同時制御される複数の軸の同期誤差の影響を評価するための工作精度試験方法につい

て規定する。準静的な幾何誤差は，工作物の幾何誤差の主な原因となるが，動的な輪郭誤差など他の原因


